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令
和
２
年
度
第
１
回
目
４
月
の
編
集
会
議
か
ら
、

マ
ス
ク
着
用
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
･
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ

を
遵
守
し
て
い
ま
す
。
５
月
の
会
議
以
降
は
、
冨
岡

公
民
館
長
さ
ん
自
ら
が
、
編
集
委
員
一
人
ひ
と
り
の

体
温
を
計
測
し
併
せ
て
体
調
等
を
聞
き
取
っ
て
記
録

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
感
染
制
御
学
の
専
門
用
語
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
･

デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
で
す
が
、
日
本
で
は
ど
な
た
か
が

最
初
に
誤
用
し
、今
で
は
誤
用
の「
ソ
ー
シ
ャ
ル
･
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
」
が
す
っ
か
り
定
着
し
た
感
す
ら
あ
り
ま

す
。
こ
の
誤
用
を
広
め
た
の
は
、
小
池
都
知
事
の
責

任
が
大
き
い
の
は
確
か
で
す
。
彼
女
は
か
つ
て
「
ク
ー

ル
ビ
ズ
」と
い
う
意
味
不
明
な
造
語
を
日
本
中
に
広
め
、

流
行
語
大
賞
ま
で
受
賞
し
ま
し
た
。今
年
も「
ソ
ー
シ
ャ

ル
･
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
や
「
３
密
」
を
広
め
た
の
で
、

流
行
語
大
賞
の
有
力
候
補
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

実
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
･
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と
誤
っ

て
広
め
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

W
H
O
は
、
幾
つ
か
の
国
･
地
域
で
の
誤
用
を
憂
慮
し

〝
フ
ィ
ジ
カ
ル
･
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
（
人
と
の
物
理

的
距
離
の
確
保
）〟
の
専
門
用
語
を
新
規
提
唱
し
、
今

こ
そ
社
会
が
密
接
に
連
携
し
て
対
応
す
べ
き
で
、
社

会
的
に
距
離
を
取
る
な
ど
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
〝
ソ
ー

シ
ャ
ル
･
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
〟
も
〝
ソ
ー
シ
ャ
ル
･
デ
ィ

ス
タ
ン
シ
ン
グ
〟も
忘
れ
て
下
さ
い
‼ 

と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
元
来
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
･
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
」
は
、
社
会
的
･
心
理
的
な
接
触
回
避
を

新型コロナ特集 第3回新型コロナ特集 第3回　（福祉施設関係編）　（福祉施設関係編）

示
す
社
会
学
の

専
門
用
語
な
の

で
す
。

　

一
方
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
･
デ
ィ

ス
タ
ン
シ
ン
グ

は
感
染
予
防
･

感
染
制
御
に
特

化
し
た
専
門
用

語
で
「
感
染
拡
大
の
回
避
の
た
め

に
確
保
す
べ
き
物
理
的
距
離
」
が

定
義
で
す
。
日
本
語
訳
は
「
人
的

接
触
回
避
距
離
の
確
保
」
が
適
切

か
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
新
聞
や

報
道
で
は
「
社
会
的
距
離
」
と
の

訳
が
多
い
で
す
が
、
全
く
の
《
誤

訳
》
で
す
。
感
染
制
御
学
に
は
、

社
会
的
距
離
と
い
う
意
味
は
な
い

の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
回
避
の
た

め
、
マ
ス
ク
着
用
と
フ
ィ
ジ
カ
ル

･
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
厳
守
で
、

編
集
会
議
に
今
後
も
臨
み
ま
す
。

 　
　
（
館
報
お
か
だ
編
集
長  

川
上
由
行
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
つ
ぶ
や
き(

２)
～
編
集
会
議
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
で  

                                 　

マ
ス
ク
着
用
で
す
～

おとなも子どもも
お互いにあいさつしよう

　

三
才
山
ト
ン
ネ
ル
か
ら
松
本
ト
ン

ネ
ル
に
通
じ
る
国
道
２
５
４
号
線
が

伊
深
町
会
を
東
西
に
通
過
す
る
。

　

国
道
の
南
に
一
里
塚
、
北
に
西
小

路
、
中
小
路
、
そ
の
北
に
問
屋
原
の

常
会
で
町
会
を
構
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
常
会
の
呼
称
は
、
昔
か
ら
こ

の
地
区
を
通
過
し
て
い
る
善
光
寺
街

道
に
由
来
す
る
。
こ
の
街
道
は
、
徳

川
幕
府
が
四
百
年
ほ
ど
前
に
日
本
橋

を
起
点
と
し
て
制
定
し
た
、
五
街
道

の
補
完
的
な
街
道
と
な
る
脇
往
還
の

一
つ
と
し
て
、
北
国
西
脇
往
還
と
い

う
立
派
な
街
道
名
を
持
っ
て
い
る
。

今
で
い
う
と
国
直
轄
の
二
桁
国
道
で

あ
る
。
こ
の
名
称
は
昭
和
58
年
頃
、

松
本
市
の
市
道
が
四
桁
数
字
で
管
理

さ
れ
る
ま
で
は
、
市
道
北
国
西
街
道

線
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

一
里
塚
は
、
五
街
道
制
定
時
に
一

里
ご
と
に
塚
を
建
て
て
旅
人
の
目
安

と
し
た
一
里
塚
の
所
在
地
で
あ
る
。

　

西
小
路
は
、
本
通
り
の
善
光
寺
街

道
か
ら
見
て
最
も
西
の
小
路
で
あ
り
、

本
通
り
と
の
中
間
に
あ
る
小
路
を
中

小
路
と
呼
び
、
何
れ
も
慶
弘
寺
の
参

道
に
通
じ
る
道
で
あ
る
。

　

問
屋
原
は
、
岡
田
町
に
宿
場
が
設

け
ら
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
地
に
問
屋

場
が
あ
り
、
そ
の
名
残
で
あ
る
。

　

伊
深
の
西
山
一
帯
に
は
、
若
宮
八

幡
社
、
伊
深
城
址
、
慶
弘
寺
公
園
、

薬
師
堂
な
ど
松
本
市
の
史
跡
や
歴

史
的
な
建
造
物
が
あ
り
、
周
回
す
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、
園

路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

若
宮
八
幡
社
は
、
大お
お
さ
ざ
き
の
み
こ
と

雀
命
が
祭
神

で
あ
る
。
井
深
城
主
後
庁
氏
の
氏
神
で

あ
っ
た
が
、
天
文
22
年
（
１
５
５
３
）

武
田
信
玄
の
松
本
平
侵
攻
に
よ
り
、
井

深
城
が
落
城
し
斎
主
を
失
っ
た
。
岡
田

神
社
の
氏
子
で
あ
っ
た
当
時
の
村
民
が

村
社
と
し
て
奉
祀
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
の
本
殿
な
ど
の
建
物
は
、
大

正
８
年
に
新
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
伊
深　

宮
坂
登
氏
）

● 伊 深 ●

今
も
昔
も

国
道
と
伊
深
町
会

新職員紹介新職員紹介
　10月１日付
けで市民税課
から、岡田公
民館主事とし
て異動してき
ました田中貢
治です。

　岡田地区のことはわからないこ
とばかりですが、芥子坊主山や田
んぼ、りんご畑などの豊かな自然
や、宿場町としての歴史があるこ
とを知り、魅力の多い地区だと感
じています。これから少しでも地
域の皆さんのお役に立てるように
頑張りたいと思いますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

一里塚の標識一里塚の標識

大正８年新築の若宮八幡社大正８年新築の若宮八幡社

約2m

（
写
真　

青
木
和
一
）
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休業・時短等
の措置

 利用者の
体調による
利用制限

面会等の
制限

スタッフの
施設外での
行動制限

スタッフの
体調による
勤務制限

学生・実習生
などの
受入れ

ボランティア
の受入れ

その他の
対策・ご意見

松塩筑木曽老人福祉施設組合 
岡田の里（入） ー 利用見合せ 

有 有
県外へ

出た場合 
１週間休み

体調により 
出勤制限有

８月下旬より 
受入れ

外清掃 
のみ

感染症対策に 
一層の努力

むつみの里　岡田（入） ー ー 保証人のみ 
その他制限

国の方針に
従い責任

ある行動を

本人・家族の 
状況で判断 中止 中止 ー

グループホーム岡田松岡（入） ー ー 感染者が出た 
場合は制限

密集場所への 
行動は控える

37.5℃以上は 
制限あり 見合せ 見合せ

外出控えに
よる下肢筋の
低下が心配

グループホームおかだ（入） ー ー
１０/１２より 

制限有で
面会可

警戒レベルの 
県外は控える

法人の規則 
に従い制限

９月 
実習生 
受入れ

自粛 ー

となりの縁側おかだ（入）（ 通） ー 有 有 感染地域への 
移動自粛 有 感染対策済で 

1人 ー 手洗・消毒の 
徹底、換気

ジョイフル岡田（通） ー 利用見合せ 
有 ー 不要不急の 

外出禁止等
体調により 
出勤停止有

体調管理して
受入れ 見合せ

利用者の 
感染対策意識 

の高まり

松本市社会福祉協議会 
岡田希望の家（作）

利用時間 
短縮 有 ー 国･県の指針 

に準ずる 有 健康管理して 
受入れ 中止 感染予防対策 

実施中

北部地域包括支援センター ー 利用見合せ 
有

不必要な
面会は避ける

県外出張は 
本部長判断

発熱等の場合 
対策室判断 ー ー 来訪者 

体調確認徹底

対
コ
ロ
ナ
か
ら 

W
i
t
h 

コ
ロ
ナ
へ

松 

岡

杉
田 

あ
ゆ
み

新型コロナによって影響を受けた事項に関するアンケート結果 
「館報おかだ」編集委員会では、今年度当初より岡田地区における新型コロナウイルスによる影響について、取材等を通
じ調査して参りました。今号では岡田地区内の福祉関連事業所の状況について、アンケート形式で取材をいたしました。
その結果を下表に整理して示します。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
報
じ
ら

れ
て
か
ら
、
半
年
以
上
経
ち
ま
し

た
。「
終
息
」
は
と
も
か
く
「
収

束
」
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
様
子
も
な
く
、
世
間

で
は
『
W
i
t
h 

コ
ロ
ナ
』
へ
と

移
行
を
始
め
ま
し
た
。

　

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入

れ
、 

経
済
活
動
の
活
性
化
だ
と

か
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
身
近
な
と

こ
ろ
で
は
そ
う
も
い
か
な
い
。
全

く
連
携
が
と
れ
て
い
な
い
な
ぁ
、

と
感
じ
ま
せ
ん
か
？

　

身
近
な
話
で
恐
縮
な
の
で
す

が
、
私
の
勤
め
先
で
は
、
家
族
が

病
気
の
時
で
も
「
災
害
休
暇
認
定
」

さ
れ
て
い
た
の
が
、
６
月
で
打
ち

切
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
校

で
は
「
健
康
観
察
カ
ー
ド
」
の
記

載
項
目
に
ひ
と
つ
で
も
当
て
は
ま

れ
ば
、
鼻
水
ま
た
は
、
咳
（
ア
レ

ル
ギ
ー
以
外
）
だ
け
で
も
登
校
自

粛
が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染

防
止
に
必
要
な
処
置
で
あ
る
こ
と

は
、
良
く
分
か
る
の
で
異
論
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
も
、
せ
め
て
「
健

康
観
察
カ
ー
ド
」
と
「
災
害
休
暇

認
定
」
が
同
時
施
行
で
あ
れ
ば
、

と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

窮
屈
な
日
常
だ
と
感
じ
ま
す

が
、
良
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
花
火
！
思
い
が

け
ず
、
夜
空
に
花

火
を
見
つ
け
て
大
は
し
ゃ
ぎ
し
ま

し
た
。企
画 

、運
営
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
運
動
参
観
日
は
、
２

学
年
合
同
で
１
時
限
分
と
コ
ン
パ

ク
ト
に
！
「
我
が
子
を
見
つ
け
や

す
く
、
お
弁
当
の
負
担
も
な
く
、

毎
年
こ
れ
で
も
い
い
の
に
」
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
例
年
に
は

な
い
ご
苦
労
が
、
先
生
方
に
は

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
近
で
は
、
マ
ス
ク
も
お
し
ゃ

れ
ア
イ
テ
ム
に
！
正
し
い
マ
ス
ク

の
着
用
と
取
り
扱
い
も
、
感
染
防

止
に
は
重
要
! !
苦
し
い
中
で
も
、

工
夫
を
凝
ら
し 

「
楽
し
い
」
を
作

り
上
げ
ま
し
ょ
う
！
日
本
人
で
あ

る
こ
と
を
誇
ら
し
く
感
じ
ま
す
。

対処事項事業所名
入：入所施設
通：通所施設
作：作業所

クチコミ
NEWS

岡田公民館の食育講座（岡田のりんご
でお菓子をつくろう）の講師の宮下喜一
朗さんが、アップルパイづくりの動画を
YouTubeに配信しました。
松本市・岡田公民館・アップルパイ 検索
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